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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
被験者の胎児の１つまたは複数の任意部位を計測する計測手段と、
前記計測手段により計測した複数の計測結果を記録する結果記録手段と、
前記結果記録手段に記録された複数の計測結果を前記結果記録手段から読み出す読出手段
と、
前記読出手段により読み出された複数の計測結果を、予め入力済みのＬＭＰから計算され
る妊娠週数、最初の計測結果から求めた統計的平均の妊娠週数、または前記読出手段によ
り読み出された複数の計測結果を入力する手段で入力した妊娠週数、のいずれかの妊娠週
数に対応してグラフ表示するグラフ表示手段と、
前記グラフ表示手段によりグラフ表示された前記複数の計測結果と共に、計測した統計的
平均値のグラフを表示する手段と、
前記複数の計測結果を一つのグラフ上にプロットした後、全てのプロットのプロット位置
の妊娠週数を同じ日数だけ移動して表示する手段と、
前記胎児の複数の任意部位について１つのグラフ上に表示する手段と、
前記胎児の任意部位の計測結果とその統計的平均から偏差を求める手段と、
前記偏差の値を、グラフ上のプロット位置と関連付けて、グラフと共に表示する手段と、
前記胎児の任意部位の計測結果から統計的平均の妊娠週数と前記偏差あるいは両者の妊娠
週数の差の日数を求める手段と、
複数の任意部位について上述の手段で得た前記偏差の値あるいは両者の妊娠週数の差の日
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数が最小になる新たな妊娠週数を決定する手段と、
を有する超音波診断装置。
【請求項２】
決定された新たな妊娠週数を記録する手段を有する請求項１記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　新たに検診した計測結果と、過去に検診した計測結果を同一のグラフ上に表示する手段
を有する、請求項１または請求項２のいずれかに記載の超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、産婦人科での妊婦の検査又は診断（以下、「検診」という）に適用される超
音波診断装置、または胎児の出産日決定装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の超音波診断装置は、図８に示すように胎児の指定の部位（図８の例では、胎児頭
臀長（Crown-Rump Length以下、ＣＲＬ）を計測し、ＣＲＬの値と、ＣＲＬの値から推定
した妊娠週数（ＧＡ）の値を画面に表示する（例えば特許文献１参照）。妊娠週数（ＧＡ
）、あるいはそこから決まる出産予定日は、まずは、最終月経日（Last Menstrual Perio
d、以下、ＬＭＰ）から推定されるが、ＬＭＰは、しばしば、記憶があいまいであって正
確でないことや、忘れられていることがある。従って、出産予定日の精度を上げるために
妊娠週数（ＧＡ）の修正は、前記ＣＲＬから推定したＧＡ（例えば ６２day）と、最終月
経日（ＬＭＰ）から推定したＧＡ（例えば ６３day）の数値比較から行っている。
【０００３】
　また、図９に示すように、グラフを用いて、ＣＲＬから推定したＧＡ（例えば ６２day
）と、最終月経日（ＬＭＰ）から推定したＧＡ（例えば ６３day）を視覚的に比較し、妊
娠週数の修正を行っている。
【特許文献１】特開平１１－１４６８７６号公報
【非特許文献１】Journal of Medical Ultrasonics　2001　Vol.28　No.5　「超音波胎児
計測の標準化と日本人の基準値（案）」　社団法人　日本超音波医学会
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の超音波診断装置において、最もよく用いられるＣＲＬの計測から
妊娠週数を推定するには、8週1日と11週2日の間に行わなければならない（上記非特許文
献１参照）というように、限られた期間に検診を受けなければならないという問題があっ
た。また、ＣＲＬだけでなく、児頭大横径（ Ｂiparietal Ｄiameter 以下、ＢＰＤ）
など他の計測からの妊娠週数も利用して、あるいは、複数回の検診での計測結果からの妊
娠週数を利用して、より多角的に正確な妊娠週数の推定を行いたいとの欲求があるが、3
つ以上の数値結果を比較して妊娠週数を修正するのは、計算機など特別な手段を用いずに
行うのは複雑で困難であるという問題があった。
【０００５】
　本発明は、従来の問題を解決するためになされたもので、検診を行う期間によらず、か
つ複数の計測結果をもとにした正確な妊娠週数の推定または修正を容易に行うことのでき
る超音波診断装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の超音波診断装置は、被験者の胎児の１つまたは複数の任意部位を計測する計測
手段と、
前記計測手段により計測した複数の計測結果を記録する結果記録手段と、
前記結果記録手段に記録された複数の計測結果を前記結果記録手段から読み出す読出手段
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と、
前記読出手段により読み出された複数の計測結果を、予め入力済みのＬＭＰから計算され
る妊娠週数、最初の計測結果から求めた統計的平均の妊娠週数、または前記読出手段によ
り読み出された複数の計測結果を入力する手段で入力した妊娠週数、のいずれかの妊娠週
数に対応してグラフ表示するグラフ表示手段と、
前記グラフ表示手段によりグラフ表示された前記複数の計測結果と共に、計測した統計的
平均値のグラフを表示する手段と、
前記複数の計測結果を一つのグラフ上にプロットした後、全てのプロットのプロット位置
の妊娠週数を同じ日数だけ移動して表示する手段と、
前記胎児の複数の任意部位について１つのグラフ上に表示する手段と、
前記胎児の任意部位の計測結果とその統計的平均から偏差を求める手段と、
前記偏差の値を、グラフ上のプロット位置と関連付けて、グラフと共に表示する手段と、
前記胎児の任意部位の計測結果から統計的平均の妊娠週数と前記偏差あるいは両者の妊娠
週数の差の日数を求める手段と、
複数の任意部位について上述の手段で得た前記偏差の値あるいは両者の妊娠週数の差の日
数が最小になる新たな妊娠週数を決定する手段と、
を有する。
【０００７】
　この構成により、ＬＭＰから求めた妊娠週数が、任意部位の統計的平均値が得られてい
る有効週数からわずかに範囲外の場合でも、その統計的平均値のグラフを見ながら、操作
者の裁量で、より正確な妊娠週数を容易に推定または修正し決定することができる。また
、ＬＭＰがわからない患者さんの場合であっても、計測結果から求めた妊娠週数と、その
統計的平均値のグラフを見ながら、操作者の裁量で、より正確な妊娠週数を容易に推定ま
たは修正し決定することができる。さらに、検診の最初の問診あるいは過去の検診の情報
から決定した妊娠週数と、今回の検診の計測結果から求めた妊娠週数に相違があった場合
に、その統計的平均値のグラフを見ながら、操作者の裁量で、より正確な妊娠週数を容易
に推定または修正し決定することができる。さらに、過去に決定した妊娠週数や、検診開
始時に決定した妊娠週数と、今回の検診の複数の計測結果から求めた妊娠週数に相違があ
った場合に、その複数部位の統計的平均値のグラフを見ながら、操作者の裁量で、３つ以
上の妊娠週数の間の最適な妊娠周数を求めることができ、より正確な妊娠週数を容易に推
定または修正し決定することができる。さらに、この構成により、妊娠週数を修正してい
るときに、最初の妊娠週数との偏差を数値で確認しながら誤差の少ない新たな妊娠週数を
容易に推定または修正し決定することができる。　
【００２２】
　さらに、本発明の超音波診断装置は、決定した新たな妊娠週数を記録する手段を備えた
構成を有している。
【００２３】
　この構成により、新たに決定した妊娠週数を記録し、次回の検診時に活用したり、次回
の検診時に同様の妊娠週数の推定または修正を行う時の基準にすることができる。
【００２４】
　さらに、本発明の超音波診断装置は新たに検診した計測結果と、過去に検診した計測結
果を同一のグラフ上に表示する手段を備えた構成を有している。
【００２５】
　この構成により、妊娠週数の修正を行うときに、過去の検診結果と今回の検診結果を考
慮して、より正確な妊娠週数の推定または修正を容易に行う事ができる。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明は、計測結果をグラフ上にプロットした後、プロット位置の週数を移動させ、表
示する手段を設けることにより、検診を行う期間によらず、正確な妊娠週数を容易に修正
し決定することができるという効果を有する超音波診断装置を提供することができるもの
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である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　以下、本発明の実施の形態の超音波診断装置について、図面を用いて説明する。
【００２８】
　本発明の第１の実施の形態の超音波診断装置を図１に示す。
【００２９】
　図１において、超音波診断装置は、超音波プローブ１と、この超音波プローブ１に接続
する送信回路部２および受信回路部３と、受信回路部３からの信号を信号処理する受信信
号処理回路部４とを備える。
【００３０】
　超音波プローブ１は、その一方の先端部に圧電振動子を備え、超音波の送受信を行う。
【００３１】
　送信回路部２は、駆動電圧パルスを発生し、超音波プローブ１の振動子に供給、振動子
から超音波パルスが送信される。この超音波パルスは被検体内を伝播しながら、音響イン
ピーダンスの異なる境界面でその一部が反射してエコー信号を形成し、エコー信号の一部
が振動子で受信され、対応する電圧信号に変換される。受信回路部３は、超音波プローブ
１で受信した電圧信号をプリアンプ、遅延制御および加算する。受信回路部３の出力は、
受信信号処理回路部４で、対数増幅、検波、およびＡ／Ｄ変換され、デジタル化されたＢ
モードのエコーデータとしてＤＳＣ５に送られる。受信信号処理回路部４から送られてき
たＢモードのエコーデータは、このＤＳＣ５により超音波走査から標準ＴＶ走査のデータ
に変換され、さらにＢモード画像データとして、フレームメモリに書込まれ、一旦、格納
される。格納データは、適宜なフレームタイミングにて読出され、画像合成部６に渡され
る。画像合成部６は、制御系回路部１０から送られる、グラフィック画像とＢモード画像
を合成し、ＴＶモニタ７に表示される。
【００３２】
　　一方、制御系回路部１０は、装置全体の駆動タイミング、送受信の制御、各種の計測
、計測のための描画グラフィックデータの生成、並びに本発明に係る計測結果のグラフ表
示機能、計測結果の記憶などの制御を担当する回路である。この制御系回路部１０は、図
１に示すように、ＣＰＵおよびワークメモリを備えた中央制御回路部１１を備え、中央制
御回路部１１は、入力インターフェースとして操作卓１２が接続される。また、中央制御
回路１１の出力インターフェースの一部がグラフィックス制御回路１３、グラフィックス
メモリ回路１４を介して、前述した画像合成部６に接続されている。また中央制御回路１
１の出力インターフェースの別の一部が、送信回路部２、受信回路部３、受信信号処理回
路部４、ＤＳＣ５，画像合成部６などに各種の制御信号を与えるために接続されている。
【００３３】
　また制御系回路部１０は、本発明に係る、患者データ用メモリ１５を備えている。患者
データ用メモリ１５は、被検体である患者の測定データを保存する機能を有し、図２に示
すように、患者ＩＤ部２１、患者属性部２２、計測データ部２３で構成される患者ごとの
データ（F10、F11、F12．…　の各々：以降患者Ｆ１０、患者Ｆ１１・・と表す）を保存
している。患者ＩＤ部２１には、患者を識別するため（特定するため）の識別情報である
ユニークな番号（以下、患者ＩＤ）、患者属性部２２には、その患者の属性である名前、
年齢、最終月経日（ＬＭＰ）、妊娠週数（ＧＡ）、出産予定日、最終検診日などが、記録
される。また、計測データ部２３は、診察日ごとの計測結果を記録できるように、診察日
１、診察日２のように計測結果を記録する領域が分かれていて、診察日ごとに、頭臀長（
CRL）、大横径（BPD）、大腿骨長（FL）、児体重などの計測結果が記録できる。
【００３４】
　以上のように構成された超音波診断装置について、図３、図４を用いてその動作を説明
する。
【００３５】
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　まず、検査または診断（以下、検診と略す）を始めるときには、操作卓１２より患者Ｉ
Ｄを入力し、また、このときＬＭＰが分かれば操作卓１２よりＬＭＰを入力する。図３の
例の場合では、ＬＭＰから計算した妊娠週数は、１１週３日（図３の表示「１１ｗ３ｄ」
：以下同様）であったとする。入力した患者ＩＤは、患者データ用メモリ１５の患者Ｆ１
０の患者ＩＤ部２１に、ＬＭＰとＬＭＰから計算した妊娠週数は、患者データ用メモリ１
５の患者属性部２２に記録される。超音波プローブ１を被検体（ここでは妊婦）にあて、
超音波を送受信し、受信信号処理回路部４、ＤＳＣ５，画像合成部６を通して、超音波画
像がＴＶモニタ７に表示される。
【００３６】
　測定したい部位が描出できたら、操作卓１２で、画像をフリーズさせる。フリーズした
画像に計測したい部位を表示できていれば、操作卓１２で計測キーを押して、計測を開始
する。例えば、測定したい部位として胎児の頭臀長（以下、ＣＲＬ）を計測する場合には
、操作卓１２で、ＴＶモニタ７に表示される計測用カーソルを移動し、計測の始点と終点
を決定する。
【００３７】
　この例では、４１ｍｍであったとする（図3の例の場合は、（１１週３日、４１ｍｍ）
の位置５５）。ここまでの計測の一連の操作は、中央制御回路１１が制御し、計測用カー
ソルの表示は、グラフィックス制御回路１３、グラフィックスメモリ回路１４、画像合成
部６を介して、ＴＶモニタ７に表示される。
【００３８】
　さらに、操作卓１２で、ＣＲＬを計測した旨を決定するためのキーを押すと、中央制御
回路部１１は、ＣＲＬの計測結果を患者データ用メモリ１５の患者Ｆ１０の計測データ部
２３の診察日１のエリアに、検診の日付とともに記録する。
【００３９】
　ここで、操作卓１２で、胎児の発育度合いを示すグラフ（以下、成長曲線）を表示する
旨のボタン（不図示）を押す。ボタンは中央制御回路部１１によって認識され、グラフィ
ックス制御回路１３、グラフィックスメモリ回路１４、画像合成部６を介して、ＴＶモニ
タ７に図３のようにグラフ表示される。このときグラフは、横軸５０が妊娠週数、縦軸５
１が計測値となっている。また、ＣＲＬの統計的平均値５２、統計的偏差の上限５３、統
計的偏差の下限５４を同時に表示する。計測したＣＲＬは、ＬＭＰから計算された週数（
図3の例の場合は、１１週３日、４１ｍｍ）の位置５５にプロットされる。
【００４０】
　この例の場合、ＣＲＬの統計的平均値５２は、11週1日までしか得られていないが、４
１ｍｍという検診による計測結果は、ＣＲＬの統計的平均値からは、わずかにずれがある
ことがグラフからわかる。操作者である医者は、ここで、ＬＭＰが確かなものか患者に確
認するが、患者の記憶が正確でないと申告された場合、操作卓１２の操作で、プロット位
置５５を図4に示すプロット位置５６の位置まで移動する。移動した結果、ＣＲＬの統計
的平均と一致する事ができ、そのときの妊娠週数の修正した値が、１１週1日であること
がわかる。
【００４１】
　医者は、ここで、操作卓１２で、修正した妊娠週数を記憶する旨のキーを押して、患者
データ用メモリ１５の患者Ｆ１０の患者属性部２２に記録した妊娠週数を上書きして修正
、記録する。これら一連の動作は、中央制御回路１１によってコントロールされる。
【００４２】
　このような本発明の第１の実施の形態の超音波診断装置によれば、妊娠週数を上書きし
て修正、記録する一連の動作をコントロールできる中央制御回路１１と中央制御回路１１
を含む制御系回路部１０を設けることにより、ＬＭＰから求めた妊娠週数が、任意部位の
統計的平均値が得られている有効週数からわずかに範囲外の場合でも、その統計的平均値
のグラフを見ながら、より正確な妊娠週数を容易に修正することができる。また、推定ま
たは修正し決定した新たな妊娠週数を記録することができる。
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【００４３】
　以上のように、計測結果をグラフ上にプロットした後、プロット位置の週数を移動させ
、表示する手段を設けることにより、検診を行う期間によらず、正確な妊娠週数を容易に
修正し決定することができるという効果を有する。
なお、計測結果をグラフ上にプロットした後、プロット位置の週数を移動させて表示する
にあたり、前後のプロットの区別がつくように表示するグラフの要素の色、形状、あるい
は輝度等を変えて重畳して表示してもよい。
【００４４】
　次に、本発明の第２の実施の形態の超音波診断装置について、図５、図６を用いてその
動作を説明する。最初の検診で患者からＬＭＰを確認し、妊娠週数を１０週2日と決定す
る。操作卓１２で、患者ＩＤとＬＭＰを入力し、それぞれ患者データ用メモリ１５の患者
Ｆ１１の患者ＩＤ部２１、患者属性部２２に記録、検診の日付も患者属性部２２に記録す
る。次に、超音波画像でＣＲＬを表示させ、操作卓１２で計測を行う。計測結果は３２ｍ
ｍだったとすると、それは患者データ用メモリ１５の患者Ｆ１１の計測データ部２３の診
察日１のエリアに記録される。また、操作卓１２で、成長曲線を表示する旨のボタンを押
すと、図５の５７の位置にプロット、表示される。（この段階では、図５の６３、６４は
、まだプロットされていない。）この段階で、計測結果は、ＣＲＬの統計的平均値５２の
グラフと一致していないことが分かるが、ここでは、妊娠週数の修正は行わずに、単に計
測結果を記録するだけにしておく。
【００４５】
　その後、１週間＋２日後の妊娠週数では１１週４日に当たる日に上述と同じ患者さんが
検診に来たとする。操作卓１２で患者ＩＤを入力すると、前回検診時のデータを患者デー
タ用メモリ１５の患者Ｆ１１の患者ＩＤ部２１で、患者ＩＤが一致することで検索し、患
者Ｆ１１の患者属性部２２から前回検診時の妊娠週数を読み出す。読み出した妊娠週数は
、１０週2日となっているが、今日は、それから１週間と２日経過しているので、今日の
妊娠週数は、１１週４日であることが計算でき、患者属性部２２に新たに計算した妊娠週
数と検診の日付が記録される。ここで超音波画像でＢＰＤを表示させる。操作卓１２で、
ＢＰＤの計測を行い、計測結果が１９ｍｍであったとするとその旨が検診の日付とともに
、患者データ用メモリ１５の患者Ｆ１１の計測データ部２３の診察日２のエリアに記録さ
れる。この日の検診でも妊娠週数の修正は行わずに、これで検診を終了する。
【００４６】
　さらに３週間＋５日後の妊娠週数では１５週と２日に当たる日に検診を行ったとする。
前回検診時と同様にデータが患者データ用メモリ１５の患者Ｆ１１から読み出され、今日
の妊娠週数１５週２日が、患者属性部２２に検診の日付とともに記録される。超音波画像
でＢＰＤを表示させる。操作卓１２で、ＢＰＤの計測を行い、計測結果が２９ｍｍであっ
たとすると、その旨は、検診の日付とともに、患者データ用メモリ１５の患者Ｆ１１の計
測データ部２３の診察日３のエリアに記録される。
【００４７】
　操作卓１２で成長曲線を表示する旨のボタンを押すと、患者データ用メモリ１５の患者
Ｆ１１の計測データ部２３の診察日１のエリアから読み出されたＣＲＬの計測結果が、プ
ロット位置５７にプロットされ、患者データ用メモリ１５の患者Ｆ１１の計測データ部２
３の診察日２のエリアから読み出されたＢＰＤの計測結果がプロット位置６３にプロット
され、今日の検診の結果のＢＰＤは、プロット位置６４にプロット、表示される。プロッ
ト位置５７、６３をプロットするときの妊娠週数は、今日の妊娠週数と、それぞれ診察日
１、診察日２のエリアに記録されている過去の検診の日付から計算して決められる。ここ
で、操作卓１２の操作でグラフ表示する妊娠週数を移動する旨の操作を行い、図５のプロ
ット位置５７、６３、６４が、図６のプロット位置５８、６５、６６に移動して表示され
る。再度、操作卓１２の操作でグラフ表示する妊娠週数を先と逆の方向に移動する旨の操
作を行い、移動を繰り返し行うこともできる。移動前後のプロット位置を見比べることで
、図６のプロット位置のほうが、過去の3回の計測結果と統計的平均の値の差が少ない事
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が確認できる。ここで、操作卓１２で、修正した妊娠週数を記憶する旨のキーを押して、
患者データ用メモリ１５の患者Ｆ１１の患者属性部２２に妊娠週数を上書きして修正、記
録する。これら一連の動作は、中央制御回路１１によってコントロールされる。
【００４８】
　以上のように本発明の第２の実施の形態の超音波診断装置によれば、過去の3回の計測
結果及びＣＲＬとＢＰＤという２つの部位について１つのグラフ上に表示させ、操作卓１
２の操作でグラフ表示する妊娠週数を移動する旨の操作をコントロールする中央制御回路
１１と中央制御回路１１含む制御系回路部１０を設けることにより、過去に決定した妊娠
週数や、検診開始時に決定した妊娠週数と、今回の検診の複数の計測結果から求めた妊娠
週数に相違があった場合に、その複数部位の統計的平均値のグラフを見ながら、３つ以上
の妊娠週数の間の最適な妊娠週数を求めることができ、より正確な妊娠週数を容易に決定
することができる。
【００４９】
　また、過去の検診結果と今回の検診結果を考慮して、より正確な妊娠週数の修正を容易
に行う事ができる。
【００５０】
　また、過去の検診時に記録された妊娠週数から求めた今日の妊娠週数と、今回の検診の
計測結果から求めた妊娠週数に相違があった場合に、その統計的平均値のグラフを見なが
ら、正確な妊娠週数を容易に修正し決定することができる。　
【００５１】
　また、図７には、３つのプロット位置の横に、計測結果と統計的平均から得られる妊娠
週数と表示している妊娠週数（あるいは、表示している妊娠週数で計算される過去の検針
日の妊娠週数）の日数の差を数値で表示している。図7－１は、第2の実施の形態で説明し
た妊娠週数変更前のグラフ、図7－２は、妊娠週数変更後のグラフとなっている。日数の
差は、患者データ用メモリ１５の患者Ｆ１１の患者属性部２２から読み出した妊娠週数と
、計測データ部２３から読み出した計測結果から中央制御回路１１で計算され、この中央
制御回路１１と中央制御回路１１を含む制御系回路部１０を設けることにより、妊娠週数
を修正しているときに、最初の妊娠週数との差異をグラフと数値（日数の差の値）の両方
で確認しながら新たな妊娠週数を決定することができる。
【００５２】
　また、妊娠週数との差の日数をグラフ上に表示する代わりに、計測結果と統計的平均か
ら求められる偏差をグラフ上に表示すると、妊娠週数を修正しているときに、最初の妊娠
週数との偏差とグラフの両方で確認しながら新たな妊娠週数を決定することができる。
【００５３】
　なお、第２の実施の形態の説明では、図５でＬＭＰから計算される妊娠週数をもとに3
回目の検診の日付で計算した妊娠週数のプロット位置５７、６５、６６にプロットをした
が、最初のＣＲＬの計測結果と統計的平均値から得られる妊娠週数を、最初の検診のとき
に、患者データ用メモリ１５の患者Ｆ１１の患者属性部２２に記録するようにコントロー
ルできる中央制御回路１１を備えていても、同様に実施可能であり、ＬＭＰがわからない
患者さんの場合であっても、計測結果から求めた妊娠週数と、その統計的平均値のグラフ
を見ながら、正確な妊娠週数を容易に決定することができる。
【００５４】
　なお、以上の説明では、最初の検診時に、ＬＭＰから求めた妊娠週数を患者データ用メ
モリ１５の患者属性部２２に記録する例について説明したが、ＬＭＰからの計算でなく、
妊娠週数を操作卓１２の操作で直接、患者データ用メモリ１５の患者属性部２２に記録す
るコントロールができる中央制御回路１１を備えていても、同様に実施可能であり、検診
の最初の問診あるいは過去の検診の情報から決定した妊娠週数と、今回の検診の計測結果
から求めた妊娠週数に相違があった場合に、その統計的平均値のグラフを見ながら、正確
な妊娠週数を容易に修正し決定することができる。
【００５５】
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　なお、以上の説明では、妊娠週数を修正するときには、操作卓１２の操作で週数を移動
させながら、移動前後のグラフを見比べることで、新たな妊娠週数を決定していたが、操
作卓１２の操作で、計測結果と統計的平均の妊娠週数と偏差（あるいは両者の妊娠週数の
差の日数）を求め、１つのもしくは複数の部位について得た偏差の値（あるいは両者の妊
娠週数の差の日数）が、最小になる新たな妊娠週数を決定するコントロールを中央制御回
路１１で行っても良い。この構成では、誤差の少ない新たな妊娠週数をさらに容易に決定
することができる。
【産業上の利用可能性】
【００５６】
　以上のように、本発明にかかる超音波診断装置は、計測結果をグラフ上にプロットした
後、プロット位置の週数を移動させ、表示する手段を設けることにより、検診を行う期間
によらず、正確な妊娠週数を容易に修正し決定することができるという効果を有し、産婦
人科での妊婦の検査又は診断に適用される超音波診断装置、または胎児の出産日決定装置
等として有用である。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１】本発明の第１の実施の形態における超音波診断装置のブロック図
【図２】本発明の第１の実施の形態における超音波診断装置の患者データ用メモリのデー
タ構成説明図
【図３】本発明の第１の実施の形態における超音波診断装置の計測したＣＲＬの成長曲線
の概略表示図
【図４】本発明の第１の実施の形態における超音波診断装置の妊娠週数を修正したＣＲＬ
の成長曲線の概略表示図
【図５】本発明の第２の実施の形態における超音波診断装置の計測したＣＲＬ、ＢＰＤの
成長曲線の概略表示図
【図６】本発明の第２の実施の形態における超音波診断装置の妊娠週数を修正したＣＲＬ
、ＢＰＤの成長曲線の概略表示図
【図７】本発明の超音波診断装置の成長曲線に妊娠週数の差異をグラフに表示例の説明図
【図８】本発明の超音波診断装置の成長曲線に妊娠週数の差異をグラフを修正した表示例
を示す説明図
【図９】従来の超音波診断装置の妊娠週数修正方法の説明図
【図１０】従来の超音波診断装置のグラフによる妊娠週数修正方法の説明図
【符号の説明】
【００５８】
　１　超音波プローブ
　２　送信回路
　３　受信回路
　４　受信信号処理
　５　ＤＳＣ
　６　画像合成
　７　ＴＶモニタ
　１０　制御系回路部
　１１　中央制御回路
　１２　操作卓
　１３　グラフィックス制御回路
　１４　グラフィックスメモリ回路
　１５　患者データ用メモリ
　２１　患者ＩＤ部
　２２　患者属性部
　２３　計測データ部
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　５２　ＣＲＬの統計的平均値
　５３　ＣＲＬの統計的偏差の上限
　５４　ＣＲＬの統計的偏差の下限
　６０　ＢＰＤの統計的平均値
　６１　ＢＰＤの統計的偏差の上限
　６２　ＢＰＤの統計的偏差の下限
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